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項目内容 F F F F F 共通性
F ：自主性
没頭している . 0.148 0.111 -0.032 -0.002 0.241
内発的 . 0.051 0.018 0.158 0.048 0.227
主体的 . 0.219 0.125 0.133 0.008 0.208
安定的 . -0.001 0.152 0.088 0.164 0.356
F ：創造性
独創的 0.062 . 0.019 0.040 0.047 0.227
個性的 0.285 . 0.041 -0.004 -0.166 0.281
創造的 0.084 . 0.069 0.263 -0.070 0.407
F ：協同性
一体感がある 0.136 0.024 . 0.048 0.111 0.606
集中している 0.340 0.134 . -0.008 -0.054 0.291
F ：躍動性
能動的 0.036 0.125 0.048 . -0.003 0.199




旋律的 -0.011 -0.008 0.070 -0.038 . 0.251
律動的 0.115 -0.056 -0.019 0.087 . 0.251
因子寄与 1.132 0.820 0.793 0.682 0.560 3.987
因子寄与率（％） 8.705 6.309 6.098 5.248 4.307 30.667
　保育職に就いた年数を 段階（ 年以下、 年以上10年以下、11年以上）に分類し、因子
ごとに因子得点の平均値を求め比較を行った（図 ）。本分類は、愛知県現任保育士研修運営
協議会による分類を参考に初任研修（ ～ 年目程度）の対象となる 年以下、幼稚園教諭免
許状の有効期限である10年間を基準に行った。なお補足として、2019年度愛知県現任保育士
研修運営協議会の経験別研修は、初任（ ～ 年目程度）、中堅前期（おおよそ 年目前後）、
中堅後期（およそ 年目以上）、主任、園長に分けて実施された。
　各因子について 要因の分散分析を行ったところ、「自主性」因子（F2,422 = 4.27、p < .05）
と「規則性」因子（F2,422 = 3.58、p < .05）において有意差が認められた。LSD法を用いて多重
比較を行ったところ、「自主性」因子においては、経験年数11年以上の保育者がその他の経験
年数の保育者よりも因子得点が高く（p < .05）、また、「規則性」因子においても11年以上の保





























要因の分散分析を行ったところ、「創造性」因子（F2,382 = 2.53、p < .10）に有意傾向が認められ、



























図 　子どもの音楽的表現に対する理解度による各因子の因子得点（*：p < .05、誤差棒は標準偏差）
　以上のことから、子どもの音楽的表現の捉え方を保育者の経験年数と音楽理解度から検討し
たところ、11年以上の経験がある保育者は、自主性や規則性に関する視点から子どもの音楽
的表現を捉える傾向にあり、更に音楽への理解度が高い保育者は、創造性や協同性に関する視
点から子どもの音楽的表現を捉える特性があることがわかった。具体的に、自主性は子どもが
表現に没頭したり、内なる思いを自発的に表出させたりすることを指し、規則性は旋律やリズ
ムなどが生み出す音楽のまとまりや特徴を指していることから、保育の経験を積むほどそれら
の視点に依拠しながら子どもの表現を捉えていることがわかる。更に、創造性は子ども自身が
イメージを膨らませながら表現を追求したり、オリジナリティを大切にしながら新たな表現を
生み出したりすることを指し、協同性は他者との繋がりに喜びを感じたり、自分の音と周囲の
音とが合う、もしくは合わせることでまとまりを感じたりすることを指している。このことか
ら、音楽への理解度が高い保育者ほど表現を生み出す過程や他者とのかかわりに重点を置いて
子どもを捉えていることがわかる。
　これまで音楽的表現に関する保育者の見方や考え方を見直したり、表現の楽しさを多角的な
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視点から捉えながら、より豊かな表現を目指す手立てについて明らかにしたりする研究が積極
的になされなかった中で、まずは保育者の属性（経験年数や音楽の理解度）によって子どもの
音楽的表現の捉え方が異なる実態を明らかにし、更にはその捉え方の特性を見出した点におい
て、同研究に一石を投じることができたといえるだろう。また、「音楽的」という曖昧な言葉
に内包されている複数の意味合いを表出させたことによって、子どもの音楽的表現に対する保
育者の考えを具体的に整理することができた。
　しかし、本調査では経験年数が11年以上の保育者および音楽の理解度が高い保育者の特性
は明らかになったものの、その他の保育者の特性や関連性についてまでは明らかにならなかっ
た。また、生活内での音楽経験などの側面から分析を行った場合、本調査と異なる結果が出る
可能性も残されている。今後は調査対象者の他の属性による比較や質問紙の再調査を行いなが
ら、子どもの音楽的表現を的確に捉えるための具体的な指標の作成を目指していきたい。
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